
 

在外同胞招請奨学生 選抜要綱 
1．目的  
Ｏ次世代を担う優秀な在外同胞人材を発掘し、母国の教育機関での修学の機会を与えること

で、在外同胞社会と母国の発展に貢献できる人材を育成する。  

 

2．応募資格  
イ．国籍  

Ｏ 在外同胞で、居住国の国籍を有する者  

Ｏ 在外同胞で、居住国の永住権、または長期滞在の資格を有する者  

 

ロ．年齢  

Ｏ 学士課程：満25歳未満の者  

Ｏ 修士・博士課程：満40歳未満の者  

 

ハ．学歴  

Ｏ 居住国で、小・中・高校の全教育課程を履修した(または履修予定の)者  

 

3．募集人数  
イ．学士課程：35人  

ロ．修士・博士課程：45人  

 

4．奨学金給付の内容  
イ．給付期間  

Ｏ 語学研修課程：夏学期、秋学期、冬学期  

※語学研修に参加しない学生に対しては、研修期間中の生活費は支給しない。  

Ｏ 学部課程：入学学期(選抜された年の9月、またはその翌年の3月)から4年間  

ロ．給付内容  

Ｏ 学費(入学金、授業料)：自己負担  

- 

但し、在外同胞財団との連携により授業料が免除される大学(添付5を参照)に限っては授業料

が免除となる。その他の大学に入学した者は、4年間の授業料を自己負担しなければならない

。  

- 

免除条件や学科、合格人数などによって免除されない場合もあるため、添付5の授業料免除

協力大学リストを確認すること。  

Ｏ 生活費：毎月90万ウォン  

Ｏ 入国・出国時の渡航費：居住国↔韓国・仁川空港間のエコノミークラス航空券の実費  

－ 最初の入国時および最終帰国時に限る。 2  

 



－ 

地域別の支給上限額については、当財団の学事指針「国外航空料金の支給上限額」を参照  

Ｏ 最初の入国時の所要経費：50万ウォン  

Ｏ 保険加入：当財団で一括加入(毎月約3万ウォン)  
－正規学士課程(4年)および韓国語研修期間中に発生し得る疾病、傷害、事故などに対する保険料  

ハ．韓国語研修：当財団が指定した研修機関で、3学期(8ヶ月)以内の韓国語研修を必ず受け

なければならない (研修後、韓国語能力試験(TOPIK)3級の成績表を提出)。  

※但し、韓国語能力試験(TOPIK)5級以上の者は、韓国語研修課程を免除  

 

5．募集日程  
イ．募集日程：毎年2月中旬～4月中旬  

(各公館の事情によっては締切日が異なる可能性あり)  

ロ．選抜および公館通知：5月中旬  

 

6．応募方法  
イ．書類提出先：居住国駐在の大韓民国公館(大使館および総領事館)  

ロ．書類提出期限： 居住国駐在の大韓民国公館ごとに決められた日まで  

ハ．提出書類  

① 志願申請書 1部(所定様式)：コリアンネットで作成・出力して、署名の後、提出  

② 写真(4x5cmサイズ、カラー、上半身、正面、脱帽) 1枚  

③ 自己紹介書 1部(様式自由)：コリアンネットで作成・出力して、署名の後、提出  

④ 修学計画書 1部(所定様式)：コリアンネットで作成・出力して、署名の後、提出  

⑤ 卒業証明書：全教育課程(小・中・高校)の卒業(予定)証明書 各1部  

⑥ 成績証明書：全学年の成績評定平均(100点満点を基準に換算)が明記された成績証明書 

1部  

⑦ 韓国語能力試験(TOPIK)の成績証明書原本 1部  

⑧ 推薦状 2部以上：出身学校長、指導教授、所属機関の長など  

⑨ 誓約書 1部(所定様式)  

⑩ 健康証明書 1部：公務員採用身体検査を基準とする。  

－居住国の病院で発行(各病院の様式使用可能)  

－韓国所在の病院の場合、国・公立病院が発行する健康診断書  

⑪ パスポートの写しおよび在外国民登録簿(永住権者の場合)の写し 1部  

⑫ 有功者同胞の子孫であることを裏付ける証憑書類の写し 

1部(公館の確認も可能、該当者に限る)  

 

7．奨学生選抜の流れ  
Ｏ 在外同胞財団招請奨学生 選抜募集の公告を掲載  

- 在外同胞財団のウェブサイト(www.korean.net)  

- 在外公館(各公館のホームページ)を通じて、奨学生選抜募集公告を掲載 3  

 



Ｏ 

申請者は、当財団のホームページ(コリアンネット、www.korean.net)にアクセス・ログインしたあ

と、志願申請書および自己紹介書、修学計画書を作成・保存  

Ｏ 

作成した志願申請書、自己紹介書、修学計画書を出力・署名したあと、卒業証明書や成績証

明書、誓約書などの書類と共に、居住国の在外公館に提出  

※在外同胞財団への直接提出はできない。  

Ｏ 在外公館は、1次選考で合格した奨学生候補者を在外同胞財団に推薦  

Ｏ 

在外同胞財団は「在外同胞招請奨学生選抜委員会」の審査を経て、奨学生を選抜・確定し、当

該公館に通知  

※ 最終合格者リストは、当財団のホームページに掲載すると共に当該公館に通知 

(財団から個別通知はしない)  

 

8.お問合わせ  
イ．応募期間および提出書類：各居住国内の大韓民国公館  

ロ．その他：在外同胞財団 次世代チーム 招請奨学事業担当者  

Ｏ Eメール：scholarship@okf.or.kr  

Ｏ 当財団のウェブサイト：http://www.korean.net 


